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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-022
【出願番号】特願2014-561430(P2014-561430)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 243/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  243/08     ５０５　
   Ｃ０７Ｄ  243/08     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   49/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月9日(2016.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ｉ）：
【化１】

で示される化合物またはその製薬的に許容し得る塩
［式中、
Ｙは、式：Ｙ’－ＮＨ－または（Ｙ’）２－Ｎ－
（ここでＹ’は、同一または異なり、以下：
　直鎖または分岐鎖の飽和または不飽和Ｃ１－Ｃ２０アルキル基；
　－Ｐ－および－Ｏ－（ＨＯ－Ｐ＝Ｏ）－Ｏ－から選択される１以上の原子または基が介
在しており、場合により以下：
　　ヒドロキシ　－ＯＨ、
　　カルボキシ　－ＣＯＯＲ1、
　　オキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルおよび
　　オキシカルボニル－（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニル基
（ここで、Ｒ1は以下から選択される：水素Ｈおよび直鎖または分岐鎖のＣ1－Ｃ10アルキ
ル基）
から選択される１以上の基で置換されていてもよいＣ1－Ｃ10アルキル基
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からなる群から選択される）
で示される基であり；
Ｌは、以下：
　Ｃ３－Ｃ１０の脂肪族の環またはヘテロ環、
　直鎖または分岐鎖のC1-C6アルキル基、
　C2-C6アルケニルまたはアルキニル基
から選択される２価のリンカーであって、以下：
カルボニル　－Ｃ＝Ｏ、チオカルボニル　－Ｃ＝Ｓ、アミノ　－ＮＲ1－、カルボキシ　
－ＣＯＯ－、オキシ－カルボニル　－ＯＣＯ－、アミド　－ＮＲ1ＣＯ－または－ＣＯＮ
Ｒ1－、酸素　－Ｏ－および硫黄　－Ｓ－（ここでＲ1は前記と同意義である）
から選択される基または原子で置換されていてもそれらの基または原子が介在していても
よく；
ＲＩ－ＩＶはそれぞれ、以下：
水素Ｈ、
カルボキシ　－ＣＯＯＲ1および
－（C1-C6）アルキルカルボキシ基
（ここでＲ1は前記と同意義である）。
から選択される]。
【請求項２】
Ｙが式：Ｙ’－ＮＨ－を有し、Ｙ’が、１またはそれ以上の次式：
【化２】

が介在している５個の炭素原子を有する直鎖状のアルキル基である、式（Ｉ）で示される
請求項１記載の化合物。
【請求項３】
リン酸基－Ｏ－（ＨＯ－Ｐ＝Ｏ）－Ｏ－がさらに９～２０個の炭素原子を有する２個のカ
ルボキシアルキル基で置換されている、式（Ｉ）で示される請求項２記載の化合物。
【請求項４】
Ｙが以下：
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【化３】

［式中、＃は、請求項１で定義したリンカーＬとの結合点を示す］
から選択される、式（Ｉ）で示される請求項１～３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
Ｙが式（Ｙ’）２－Ｎ－で示される基であり、ここでＹ’が同一の直鎖または分岐鎖のＣ

１－Ｃ２０アルキル基である、式（Ｉ）で示される請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
Ｙ’が、直鎖のＣ４Ｈ９、Ｃ６Ｈ１３、Ｃ８Ｈ１７、Ｃ１０Ｈ２１またはＣ１２Ｈ２５か
ら選択される、式（Ｉ）で示される請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
Ｙが以下：

【化４】

［式中、＃は、請求項１で定義したリンカーＬとの結合点を示す］
から選択される、式（Ｉ）で示される請求項５または６に記載の化合物。
【請求項８】
以下からなる群から選択される、式（Ｉ）で示される請求項１～７のいずれかに記載の化
合物：
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【化５】
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【化６】

［式中、ＲＩ－ＩＶ　請求項１で定義したとおりである］。
【請求項９】
以下から選択される、式（Ｉ）で示される請求項１～８のいずれかに記載の化合物。
【化７】
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【化８】

【請求項１０】
常磁性金属イオンと錯体を形成している、式（Ｉ）で示される請求項１～９のいずれかに
記載の化合物。
【請求項１１】
前記金属イオンがＧｄ３＋またはＤｙ３＋である、式（Ｉ）で示される請求項１０に記載
の化合物。
【請求項１２】
以下から選択される錯体の形態の、式（Ｉ）で示される請求項１０または１１に記載の化
合物。
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【化９】
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【化１０】

【請求項１３】
式（Ｉ）：
【化１１】

で示される請求項１記載の化合物の製造方法であって、以下のステップ：
ａ）式：
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【化１２】

［式中、Ｌは末端にカルボキシル官能基を含んでなるリンカーである］
で示される付加体の調製、
ｂ）リンカーの該末端のカルボキシル官能基の活性化；
ｃ）ステップｂ）の生成物とＹ基との間のアミド化反応；
ｄ）保護基を開裂させて式（Ｉ）で示される誘導体を得ること；および場合により、
ｅ）常磁性金属イオンでキレート化して式（Ｉ）で示される誘導体を常磁性錯体の形態で
得ること、
を含んでなる方法。
【請求項１４】
ＭＲＩ造影剤として用いるための、請求項１０～１２のいずれかに定義した錯体を形成し
ている式（Ｉ）の化合物。
【請求項１５】
１以上の製薬的に許容し得る担体、希釈剤または賦形剤と組み合わせて、請求項１０～１
２のいずれかに定義した常磁性金属イオンとの錯体の形態の式（Ｉ）で示される誘導体ま
たはその製薬的に許容し得る塩を含有する、製薬的に許容し得る組成物。
【請求項１６】
診断用組成物の製造のための、請求項１０～１２のいずれかに記載の化合物の使用。
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